
新規生体適合性ポリマー （ＤＤＳ用）

高遺伝子発現免疫原性の低い

IgM 抗体産生を起こしにくいIgM 抗体産生を起こしにくい

複数回投与でも血中滞留性を維持複数回投与でも血中滞留性を維持

表面親水化しても、がん細胞へ取り込まれやすい表面親水化しても、がん細胞へ取り込まれやすい

安全性の懸念が少ない （急性毒性、Ames 試験での毒性所見認めず）安全性の懸念が少ない （急性毒性、Ames 試験での毒性所見認めず）

PGLMMAPGLMMAPGLMMA

疎水部 親水部 (ポリマー)
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メカニズム ： 細胞への取り込みメカニズム ： 細胞への取り込み

使用用途

・ リポソーム /LNP 表面修飾 ( 親水化 )

・ 親水性ミセル形成

使用用途

・ リポソーム /LNP 表面修飾 ( 親水化 )

・ 親水性ミセル形成

AQP3 を介した PGLMMA の細胞への取込みAQP3 を介した PGLMMA の細胞への取込み
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AQP3 発現 ・ 機能と

遺伝子発現量の相関

AQP3 が PGLMMA を認識

LNP を細胞内へ
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※PGLMMA は、 poly (glycerol monomethacrylate) の略称です。



ポリマー修飾
リポソーム懸濁液

静注

免疫原性あり

免疫システム

抗 IgM 抗体産生 抗体産生なし

免疫原性なし

複数回投与でも血中滞留性を維持

IgM 抗体産生を起こしにくい

細胞への取込み （MCF-7）細胞への取込み （MCF-7）

画像を拡大 画像を拡大
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遺伝子発現遺伝子発現

表面親水化しても、がん細胞へ取り込まれやすい

細胞取り込み
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Buffer PEG 修飾 PGLMMA修飾
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IgM 抗体産生IgM 抗体産生

従来 LNP の 1/10 以下の

核酸量で同程度の

発現効率 !
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